
　

人
間
の
生
存
の
歴
史
は
感
染
症
と
の
闘
い
で
あ
る
。

遠
く
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
細
菌
か
ウ
イ
ル
ス
か
の

感
染
症
に
よ
っ
て
滅
亡
し
た
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
ヒ

ト
族
（
現
代
人
）
は
辛
く
も
生
き
残
り
、現
在
に
至
る
。

有
史
以
来
記
録
に
残
る
だ
け
で
も
、
天
然
痘
、
結
核
、

レ
プ
ラ
、
ペ
ス
ト
、
コ
レ
ラ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
、
新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
枚
挙
に

暇
が
な
い
。
し
か
も
流
行
に
は
必
ず
世
界
規
模
の
戦
争

が
併
存
す
る
。
戦
争
に
伴
う
人
の
移
動
が
、
感
染
症
を

広
げ
る
か
ら
だ
。
疾
病
と
戦
争
に
よ
り
、
驚
く
べ
き
死

者
数
を
出
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
ヒ
ト
族
は
、
そ
の
都

度
何
と
か
方
策
を
見
出
し
て
生
き
な
が
ら
え
て
き
た
。

　

も
っ
と
も
す
さ
ま
じ
い
猛
威
を
振
る
っ
た
の
は
、
た

ぶ
ん
痘
瘡
で
あ
り
、
全
世
界
で
猛
威
を
振
る
い
、
ア
メ

リ
カ
新
大
陸
で
は
人
口
の
八
割
近
く
が
死
亡
し
た
。
こ

の
病
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
起
源
で
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
に

は
、
抗
体
が
全
く
な
か
っ
た
の
が
原
因
で
あ
る
。
イ
ン

カ
帝
国
は
痘
瘡
に
滅
ぼ
さ
れ
た
と
い
う
説
す
ら
あ
る

が
、
ス
ペ
イ
ン
の
狂
信
的
な
征
服
戦
争
が
裏
に
あ
る
。

し
か
し
新
大
陸
側
も
、
代
わ
り
に
梅
毒
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
プ
レ
セ
ン
ト
し
た
。
こ
の
疾
患
は
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー

ド
で
地
球
を
半
回
り
し
て
、
数
年
の
間
に
日
本
に
到
着

し
て
い
る
。

　

次
い
で
ペ
ス
ト
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
片
隅
の
伝
染
病

　

疫
病
を
生
き
抜
い
た
ヒ
ト
族

　
　

森　

武
生

　
　
　
　
（
が
ん
感
染
症
セ
ン
タ
ー
都
立
駒
込
病
院
名
誉
院
長
）

　　パンデミックの時代に



が
、
あ
る
日
突
然
目
覚
め
て
、
西
へ
西
へ
と
進
み
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全
部
を
流
行
下
に
置
い
た
。
全
人
口
の
四
分
の

一
が
死
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
体
験
の
中
で
は
っ
き

り
し
た
隔
離
や
検
疫
の
考
え
が
生
ま
れ
た
。
都
市
を
封

鎖
し
罹
っ
た
人
が
死
に
絶
え
、
罹
っ
て
免
疫
を
得
て
生

き
残
っ
た
人
た
ち
だ
け
に
な
っ
た
ら
流
行
は
止
ま
る
。

感
染
者
の
出
た
船
を
一
定
期
間
、
海
の
上
に
放
っ
て
お

け
ば
、
死
ぬ
人
は
死
に
、
生
き
残
っ
た
人
は
自
然
の
ワ

ク
チ
ン
を
得
る
。
前
者
は
ロ
ン
ド
ン
な
ど
の
大
都
会
で

行
わ
れ
た
し
、
後
者
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
が
嚆
矢
の
様
で
あ

る
。

　

こ
の
時
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
王
位
継
承
を
め
ぐ
る
戦

争
が
絶
え
な
か
っ
た
。
傭
兵
た
ち
は
せ
っ
せ
と
戦
争
と

ペ
ス
ト
を
運
ん
だ
。
当
時
貧
富
の
差
は
激
し
く
、
隔
離

と
は
い
え
、
ボ
ッ
カ
チ
オ
や
デ
フ
ォ
ー
の
小
説
に
あ
る

よ
う
に
、
金
持
ち
は
郊
外
の
屋
敷
で
隔
絶
し
た
環
境
の

中
で
歓
楽
の
限
り
を
尽
く
し
、
貧
民
は
都
市
の
城
壁
の

中
で
、
絶
望
的
な
死
を
待
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す

さ
ま
じ
い
不
潔
さ
、
悪
臭
と
汚
水
、
や
が
て
迫
り
く
る

死
、
地
獄
図
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
都
市
で
は
こ

の
よ
う
な
状
況
が
次
々
と
生
じ
た
よ
う
で
、
一
つ
の
町

が
丸
々
死
滅
し
て
感
染
が
途
絶
え
る
こ
と
も
ま
れ
で
は

な
か
っ
た
。
究
極
の
隔
離
で
は
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
大
流
行
は
、
あ
ま
り
に

も
感
染
地
域
が
広
く
、
第
一
次
大
戦
に
よ
る
移
動
人
口

も
多
く
、
相
手
が
ウ
イ
ル
ス
だ
っ
た
た
め
に
、
過
去
の

経
験
と
知
識
だ
け
で
は
無
力
で
あ
っ
た
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
・
ワ
ク
チ
ン
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
だ
れ
も
ま
だ

知
る
由
も
な
か
っ
た
。

部
長
、
院
長
を
務
め
た
。
現
在
は
吉
祥
寺
南
病
院
で
診

察
を
続
け
る
と
と
も
に
、
途
上
国
の
医
療
体
制
整
備
、

日
赤
献
血
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
著
書
に
『
メ
ス

と
パ
レ
ッ
ト
』
Ｉ
～
Ⅴ
（
婦
人
之
友
社
他
）。

　

一
九
四
四
年
、
東
京

生
ま
れ
。
一
九
七
一
年

に
東
京
大
学
医
学
部
を

卒
業
後
、
臨
床
医
学
の

現
場
に
。
七
五
年
以

来
、
都
立
駒
込
病
院
の

外
科
に
勤
務
し
、
外
科

　
　

森　

武
生
（
も
り
・
た
け
お
）



　

さ
て
、
日
本
。
極
東
の
島
国
は
、
海
が
か
な
り
の
守

り
を
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
で
も
痘
瘡
や
麻
疹
は
猛
威
を

振
る
っ
た
。
本
来
の
入
浴
好
き
、
清
潔
好
き
な
ど
が
水

を
経
由
し
た
感
染
を
あ
る
程
度
防
い
で
は
く
れ
た
も
の

の
、
鎖
国
中
で
も
長
崎
か
ら
コ
レ
ラ
、
ペ
ス
ト
の
小
感

染
は
起
き
て
い
た
。
た
だ
、
そ
の
間
に
蘭
学
者
た
ち
は

貪
欲
に
知
識
を
吸
収
し
、
飯
能
に
お
け
る
日
本
最
初
の

帝
王
切
開
や
、
華
岡
青
洲
に
よ
る
麻
酔
下
の
乳
が
ん
切

除
な
ど
、
驚
く
べ
き
業
績
を
上
げ
、
種
痘
は
維
新
前
に

広
く
行
わ
れ
て
い
た
。

　

明
治
に
入
っ
て
、
コ
レ
ラ
の
大
々
的
な
来
襲
は
、
開

国
に
よ
る
人
の
往
来
の
飛
躍
的
な
増
加
と
相
ま
っ
て
、

想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
原
因
菌
は
当
時
ま
だ

不
明
で
、
抗
生
剤
な
ど
の
薬
剤
が
な
い
状
態
で
は
、
悪

魔
的
な
猛
威
を
振
る
っ
た
。
都
立
駒
込
病
院
の
記
録
に

よ
れ
ば
、
明
治
一
九
年
に
は
二
四
六
〇
人
の
コ
レ
ラ
患

者
が
入
院
し
、
一
八
五
九
人
は
死
亡
し
て
い
る
。
病
院

の
裏
の
寺
へ
の
葬
列
が
途
切
れ
な
か
っ
た
と
い
う
記
載

が
あ
る
。
患
者
発
生
地
区
の
閉
鎖
や
、
衣
類
の
焼
却
、

器
具
の
消
毒
な
ど
基
本
的
な
処
置
は
し
て
い
る
も
の
の
、

完
璧
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
水
の
管
理
や
患

者
を
一
応
隔
離
す
る
こ
と
に
よ
り
、
何
と
か
流
行
は
終

息
し
た
。
し
か
し
、
公
衆
衛
生
学
的
な
完
璧
な
隔
離
が

最
も
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
結
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
発
症
前
に
感
染
力
を
持
つ

と
い
う
点
に
、
今
ま
で
の
感
染
と
の
大
き
な
差
異
が
あ

る
。
三
密
を
防
ぎ
、
マ
ス
ク
・
う
が
い
・
手
指
消
毒
な

ど
初
期
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
の
村
八
分
を
嫌

い
、
流
れ
に
乗
る
性
癖
も
相
ま
っ
て
、
妥
当
で
は
あ
っ

た
。
し
か
し
、
感
染
の
疑
わ
れ
る
人
や
地
域
に
対
し
、

公
権
力
を
以
て
移
動
を
禁
じ
て
、
封
鎖
し
て
し
ま
う
と

い
う
完
璧
な
隔
離
、
つ
ま
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ペ
ス
ト
感

染
に
お
け
る
教
訓
は
、
一
部
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
、
ア
ジ

ア
の
中
国
・
韓
国
・
台
湾
な
ど
の
国
で
し
か
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
罹
っ
て
生
き
残
っ
た
集
団
の
ワ
ク
チ
ン
効
果

は
あ
ま
り
に
巧
遅
（
う
ま
い
け
れ
ど
時
間
が
か
か
る
）

な
の
で
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
方
式
）
、
全
員
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
よ
る
積
極
的
な
方
策
が
有
効
な
の
で
あ
る
（

イ
ス
ラ
エ
ル
方
式
）
。
日
本
で
は
初
動
体
制
の
八
方
美

人
的
な
不
徹
底
が
今
の
状
況
を
招
い
て
お
り
、
前
政
権

の
責
任
は
大
で
あ
る
。
個
人
の
自
由
と
の
兼
ね
合
い
は

難
し
い
が
、
完
璧
な
隔
離
と
全
員
ワ
ク
チ
ン
が
新
型
コ

ロ
ナ
克
服
の
鍵
と
痛
感
す
べ
き
だ
。


